
平成 27 年度 第２回 

横浜市立病院等安全管理者会議 

≪議事録≫ 

 

日時：平成 28 年３月４日 

場所：関内ホール小ホール 

 

 

【会議要綱の改正】 

 平成 12 年度に市立病院と市大病院の５病院でスタートした安全管理者会議も、現在は地

域中核病院等も参加して 13 病院体制となっており、会議名が実態に合わなくなってきてい

ました。そこで、今回の改正にて、「横浜市病院安全管理者会議」と名称変更する旨を事務

局より提案し、承認いただきました。 

 

【専門部会活動報告】 

 平成 27 年度の専門部会活動報告として、看護部会、放射線部会、検査部会、臨床工学部

会から、1年間の活動内容の報告を頂きました。 

それぞれの専門の視点から、現場で起きたインシデントに対する改善策を部会にて共有し、

チェックリストの開発や、ホームページでの情報発信等の活発な活動が報告されました。

日々の業務の中での取組が病院を越えて集約され、報告されることで市内病院の医療安全向

上を牽引していただいています。 

最後に、議長の横浜市立みなと赤十字病院の三上様から、本日の内容を自施設に持ち帰り、

役立てていただきたいとまとめていただき、今年度の活動報告を終えました。  



【医療事故調査制度セミナー】 

セミナーでは、横浜市立大学名誉教授の野口和美先生より、「医療事故調査制度に関する

県医師会の支援」をご講演いただきました。 

医療事故調査制度の目的や、医療機関が行うべき調査、医療事故調査・支援センターへの

報告内容の説明と、県医師会を始めとした支援団体の支援内容（医療事故の判断に関する相

談・助言、院内調査委員会への支援、技術的支援）について講演いただきました。 

その後、横浜市立大学附属市民総合医療センター・安全管理指導者の寺崎仁先生を座長に

お迎えし、「届出対象事例の検討～どのような事例が対象になるのか～」と題したセミナー

を開催しました。 

想定される具体的な事例をスライドで提示し、届出対象事例となるのか、講演いただいた

野口先生には引き続きコメンテーターとして参加いただき、会場の参加者と一緒に考えなが

らディスカッション形式で進行いただきました。会場からも、院内で充分に協議して判断し

ていくプロセスの重要性についてコメントがありました。自分だったらどう判断するかと一

人ひとりが考えることで、より理解が深まり、活発な意見交換の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

 医療事故調査制度については、昨年 10 月からの施行ということもあり、医療現場のみな

さまにとっても関心の高いテーマとなったことと思います。今後も関心度の高いテーマを取

り上げてまいりますので、安全管理者会議のセミナー・講演会に是非お越しください。 

 

  



【アンケート集計結果】 

 

出席者数：96 名 

アンケート提出：88 名（36 病院） 

 

問１ 職種についておたずねします。 

１．医師：6.8%         ２．看護師：55.7% 

３．診療放射線技師：11.4%   ４．臨床検査技師：3.4% 

５．臨床工学技士：6.8%     ６．事務職：9.1% 

７．薬剤師：5.7%        ８．その他：1.1% 

 

問２ 病院での役割について教えてください（複数回答可） 

１．医療安全管理者（専従）：23 人 

２．医療安全管理者（兼任）：9人 

３．所属部署のリスクマネージャー：22 人 

４．医薬品安全管理責任者：4人 

５．医療機器安全管理責任者：5人 

６．上記にあてはまらない：30 人 

７．無回答：1人 

 

問３ 以前にも横浜市立病院等安全管理者会議に参加したことがありますか。 

１．ある：56.8%    ２．ない：43.2%   ３．無回答：0.0% 

 

問４ セミナーの内容はいかがでしたか？ 

１．満足した：39.8%       ２．やや満足した：51.1% 

３．やや満足しなかった：5.7%   ４．満足しなかった：1.1% 

５．無回答：2.3% 

 

問５ セミナーは医療事故調査制度への対応にご参考になりましたか？ 

１．満足した 55.7%       ２．やや満足した 39.8% 

３．やや満足しなかった 0.0%   ４．満足しなかった 1.1% 

５．無回答 3.4% 

 

 

作成 横浜市健康福祉局医療安全課 


